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特集 平成27年度税制改正について（中小企業・小規模事業者関係）

■　―いま、これを伝えたい！―
 山口県瓦工事業協同組合
■　組合等ニュース
■　シリーズ「ものづくり補助金活用事例紹介」
 有限会社たかせん
 岡本産業株式会社
■　ものづくり・商業・サービス革新補助金のご案内

■　景況動向
■　トークカフェ2015を開催
■　平成27年度採用選考に関する指針
■　改正パートタイム労働法
■　POP講習会を開催
■　第49回スーパーマーケット・トレードショー2015へ出展

表紙写真説明
ふくの日まつりを開催 （下関南風泊水産団地協同組合）
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シリーズ

【
信
頼
の
証
で
あ
る
資
格
取
得
の
た
め
の

講
習
会
を
実
施
】

　

当
組
合
で
は
、
組
合
員
の
技
術
の
向
上

を
図
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
を
高
め
る
た

め
、
各
種
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
公
的
資
格
取
得
の
た
め

の
講
習
会
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
厚
生
労

働
大
臣
認
定
「
か
わ
ら
ぶ
き
技
能
士
」
は

高
度
な
技
能
を
有
し
て
い
る
証
と
な
り
、

国
交
大
臣
認
定
の
「
瓦
屋
根
工
事
技
士
」

は
新
施
工
技
術
・
能
力
・
経
験
を
備
え
、

屋
根
瓦
工
事
の
自
主
管
理
が
実
施
で
き
る

証
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
資
格
を
取
得
し
、
さ
ら

に
㈳
全
瓦
連
瓦
屋
根
診
断
技
士
育
成
講
座

を
終
了
し
た
者
に
、「
屋
根
診
断
技
士
」

の
資
格
を
与
え
、
あ
ら
ゆ
る
屋
根
の
診
断

が
可
能
な
技
師
で
あ
る
と
認
定
し
、
組
合

員
の
社
会
的
信
頼
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

【
安
全
性
を
高
め
た
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防

止
工
法
を
開
発
】

　

平
成
18
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
薄
い
瓦
に

は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が

瓦
に
特
化
し
た
専
門
家
集
団
！

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：惠良　正明
　○　組合員数：39名
　○　組合住所：山口県岩国市多田１丁目102－19
　○　☎ 0827-35-5031  FAX 0827-35-5032
【組合の主な活動】
　屋根工事業

山口県瓦工事業協同組合

【
瓦
工
事
業
の
社
会
的
地
位
向
上
の
た
め

組
合
を
設
立
】

　

当
組
合
の
前
身
は
、
昭
和
46
年
に
発
足

し
た
山
口
県
厚
型
ス
レ
ー
ト
協
会
で
、
翌

年
に
山
口
県
瓦
工
事
協
会
を
設
立
、
任
意

組
織
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
よ
り
強
固
な

組
織
と
す
る
た
め
、
平
成
13
年
に
協
同
組

合
を
設
立
し
ま
し
た
。

山
口
県
瓦
工
事
業
協
同
組
合

り
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
技
術
で
あ
る
「
鬼
瓦
」
を

身
近
な
存
在
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
い
、

技
能
を
伝
承
す
る
た
め
、
子
ど
も
達
を
対

象
と
し
た
「
鬼
瓦
づ
く
り
体
験
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
お
も
し
ろ
さ
や
醍
醐
味

を
伝
え
る
こ
と
で
、
将
来
の
技
能
士
の
確

保
育
成
に
も
つ
な
が
り
、
社
会
貢
献
の
一

環
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
組
合
Ｐ
Ｒ
】

　

今
後
も
、
一
般
住
宅
を
は
じ
め
寺
社
等

の
施
工
・
保
守
等
に
優
れ
た
技
術
を
提
供

し
、
皆
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
組
合
員
の
技
能
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
屋
根
材
の
葺
き
替

え
に
安
全
な
石
綿
飛
散
防
止
工
法
「
シ
ー

ル
ド
サ
ク
シ
ョ
ン
工
法
」
を
開
発
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
作
業
者
に
も
周
辺
の
住

民
の
方
々
に
も
安
心
・
安
全
な
葺
き
替
え

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
全
国
へ
こ
の
工
法
を
普
及

す
る
た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
達
へ
の
鬼
面
作
り
体
験
を
と
お

し
て
技
能
を
伝
承
】

　

鬼
瓦
と
は
、
建
物
の
屋
根
の
端
を
飾
っ

て
い
る
飾
り
瓦
の
こ
と
で
、
屋
根
の
両
端

か
ら
雨
水
の
浸
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

鬼
面
を
飾
っ
た
も
の
が
主
と
し
て
用
い
ら

れ
た
た
め
、
鬼
瓦
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な 鬼面づくりの様子

技能向上講習
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特　　集

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
農
林
水
産
業
活
性

化
税
制
の
延
長
（
所
得
税
・
法
人
税
・
法
人
住

民
税
・
事
業
税
） 

延　
長

○  

平
成
29
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
率
の
再
引
上
げ
に
備
え
る
べ

く
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
中
小

企
業
等
が
経
営
改
善
設
備
を
導
入
し
た

際
の
軽
減
措
置
を
、
所
要
の
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
、
適
用
期
限
を
２
年
延
長

す
る
。

中
小
企
業
等
の
貸
倒
引
当
金
の
特
例
の
延

長 

（
法
人
税
・
所
得
税
・
法
人
住
民
税
）

 

延　
長

○ 

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
協
同
し
て

事
業
に
取
り
組
む
事
業
協
同
組
合
等
が

取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
更
に
弱
体
化
す

る
こ
と
や
組
合
員
や
債
権
者
へ
連
鎖
的

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
組
合
の
健
全
な
発
展
と

組
合
員
の
利
益
保
護
を
図
る
た
め
、
中

小
企
業
等
の
貸
倒
引
当
金
の
特
例
に
つ

い
て
、
適
用
期
限
を
２
年
延
長
す
る
。

研
究
開
発
税
制
の
強
化・重
点
化
（
法
人
税・

所
得
税
・
法
人
住
民
税
） 

拡
充
・
延
長

○ 

企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
外
部
の
技
術
・
知
識
を
活
用
し
た
研

究
開
発
）
を
促
進
し
、
企
業
（
大
・
中

堅
・
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
）・
橋

渡
し
研
究
機
関
・
大
学
等
が
各
々
の
機

能
を
発
揮
し
つ
つ
有
機
的
に
連
携
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ス

テ
ム
の
強
化
を
図
る
た
め
、
控
除
率
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
中
小
企

業
等
の
知
的
財
産
権
の
使
用
料
等
を
対

象
費
用
に
追
加
す
る
な
ど
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
の
抜
本
的
拡
充
が

実
現
。

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡
充
（
法
人
税
・
所

得
税
・
法
人
住
民
税
） 

拡　
充

○ 

平
成
29
年
４
月
の
消
費
税
率
の
再
引
上

げ
に
向
け
て
、
経
済
の
好
循
環
を
定
着

さ
せ
て
い
く
た
め
、
平
成
25
年
度
改
正

で
創
設
さ
れ
た 

「
所
得
拡
大
促
進
税

中
小
企
業
者
等
に
係
る
軽
減
税
率
の
維

持
、
中
小
企
業
等
へ
の
外
形
拡
大
の
阻
止

（
法
人
税
・
法
人
住
民
税
・
事
業
税
） 

 
延　
長

○ 

今
後
の
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
主

役
で
あ
る
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
等
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
率
を

15
％
に
軽
減
す
る
措
置
の
適
用
期
限
を

２
年
延
長
。

○ 

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
中

小
企
業
等
へ
の
外
形
標
準
課
税
の
導
入

は
阻
止
。

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

 

（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関
係
）

平
成
27
年
１
月　
中
小
企
業
庁

協同組合等 企業組合
協業組合

年800万 円
以下の所得

年800万 円
超 の 所 得

出資金１億円以下

年800万 円
以下の所得

年800万 円
超 の 所 得

15％ 19％ 15％ 25.5％

商業・サービス業活性化税制の延長〈２年間〉
○商業・サービス業を営む中小企業者が、中央会、商工会議所、認定経営革新
等支援機関等の経営改善等の指導を受けて、店舗等の設備投資を行った場
合の減税が、平成 28年度末まで延長されます

対象設備
１台 30万円以上の器具･備品（ショーケース、看板、レジスター等）
１台 60万円以上の建設附属設備（空調設備、店舗内装等）

利用の際、中央会等の経営改善指導が必要

特別償却（取得価務の30％）または、税額控除（７％）の選択
※税額控除は資本金 3,000 万円以下の中小企業者のみ選択可能

相談
山口県中小企業団体中央会等

改正概要

中小企業等の貸倒引当金の特例（貸倒引当金繰入限度額の12％割増措置）
について、適用期限を２年延長する。

12％割増

貸倒引当金繰入限度額①

金銭債権

金銭債権×貸倒実績率又は
法定繰入率で算定

特例による
貸倒引当金繰入限度額

①×112％

売掛金
貸付金  等

【適用期間：２年間（平成28年度末まで）】
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特　　集

制
」の
給
与
総
額
増
加
要
件
を
緩
和
し
、

継
続
し
て
着
実
に
賃
上
げ
に
取
り
組
む

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

課
税
ベ
ー
ス
拡
大
：
受
取
配
当
益
金
不
算

入
制
度
の
縮
減

○ 

受
取
配
当
益
金
不
算
入
制
度
（
※
）
に
つ

い
て
、
現
行
の
持
ち
株
比
率
の
基
準
を

見
直
し
、
５
％
以
下
の
場
合
は
20
％
、

１
／
３
以
下
の
場
合
は
50
％
、
そ
れ
ぞ

れ
益
金
不
算
入
と
な
る
。

○  

一
方
、
１
／
３
以
下
の
株
式
か
ら
の

配
当
に
つ
い
て
の
負
債
利
子
控
除
を
廃

止
す
る
こ
と
で
、企
業
の
負
担
を
軽
減
。

（
※
） 

法
人
が
内
国
法
人
か
ら
配
当
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
全
部
又
は
一
部

の
金
額
を
、
税
法
上
益
金
に
算
入

せ
ず
、
そ
の
法
人
の
税
負
担
を
緩

和
す
る
制
度
。

事
業
承
継
税
制
の
拡
充 （
贈
与
税
、
相
続
税
）

 

拡　
充

○ 

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
中
小
企

業
の
事
業
承
継
の
よ
り
一
層
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
２
代
目
か
ら
３
代
目
に

承
継
す
る
場
合
に
、
贈
与
税
の
納
税
義

務
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
事

業
承
継
税
制
を
拡
充
す
る
。

個
人
事
業
者
の
事
業
用
資
産
に
係
る
事
業

承
継
時
の
負
担
軽
減
措
置
等
の
検
討

 

検
討
事
項

○ 

個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
等
に
係
る
税

制
上
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
特

例
措
置
の
あ
り
方
を
含
め
総
合
的
に
検

討
す
る
。

信
用
保
証
協
会
が
受
け
る
抵
当
権
の
設
定

登
記
等
の
税
率
の
軽
減
の
延
長 

（
登
録
免
許

税
） 

延　
長

○ 

有
担
保
保
証
に
係
る
中
小
企
業
等
の
利

用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
信
用
保
証

協
会
が
受
け
る
抵
当
権
の
設
定
登
記
等

の
税
率
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
適
用

期
限
を
２
年
延
長
す
る
。

地
方
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費

税
免
税
店
の
拡
大
（
商
店
街
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
）（
消
費
税
・
地
方
消
費
性
）

 
拡　
充

○ 

訪
日
外
国
人
に
よ
る
日
本
で
の
買
物
の

消
費
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
26

年
に
消
費
税
免
税
対
象
物
品
を
消
耗
品

（
化
粧
品
類
等
）
も
含
め
た
全
品
目
に

拡
大
す
る
と
い
っ
た
環
境
整
備
が
進
む

中
で
、
そ
の
需
要
を
取
り
込
む
た
め
、

商
店
街
等
に
お
い
て
、
各
免
税
店
が
第

三
者
に
免
税
手
続
を
委
託
（
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
）
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
店
舗
で
の
手
続
負
担

を
大
幅
に
軽
減
。

○ 

こ
れ
に
よ
り
、外
国
人
対
応
に
つ
い
て
、

語
学
力
等
の
不
安
が
あ
る
地
方
の
中
小

企
業
等
も
含
め
、
免
税
店
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
。

消
費
税
等
の
軽
減
税
率
制
度
等
に
つ
い
て

◆ 　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
時
期
の

変
更

　

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
両
立
す
る

た
め
、
平
成
27
年
10
月
に
予
定
し
て
い
た

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
時
期
を
平
成

29
年
４
月
と
す
る
。
社
会
保
障
制
度
を
次

世
代
に
引
き
渡
す
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
市
場
や
国
際
社
会
か
ら
の
信
認
を
高

め
る
た
め
に
財
政
健
全
化
を
着
実
に
進
め

る
姿
勢
を
示
す
観
点
か
ら
、
平
成
29
年
４

月
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
は
、「
景

気
判
断
条
項
」
を
付
さ
ず
に
確
実
に
実
施

す
る
。

　

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
の
適
用

期
限
に
つ
い
て
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

上
げ
時
期
の
変
更
に
あ
わ
せ
、
平
成
30
年

９
月
30
日
ま
で
１
年
半
延
長
す
る
こ
と
と

し
、
引
き
続
き
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正

な
転
嫁
に
つ
い
て
万
全
な
対
応
を
進
め

る
。

◆ 　
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

は
、
関
係
事
業
者
を
含
む
国
民
の
理
解
を

得
た
上
で
、
税
率
10
％
時
に
導
入
す
る
。

平
成
29
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て
、

対
象
品
目
、
区
分
経
理
、
安
定
財
源
等
に

つ
い
て
、
早
急
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
。

そ
の
他

○ 　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
見
直
し

（
共
済
事
由
の
引
上
げ
等
）（
所
得
税
、
相

続
税
、
個
人
住
民
税
）

　
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
の
円
滑
化

等
を
通
じ
た
活
性
化
を
図
る
た
め
、
配
偶

者
・
子
へ
の
事
業
譲
渡
時
の
共
済
事
由
を

見
直
す
等
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。

○ 　
地
方
分
権
に
伴
う
税
制
措
置
の
事
務

手
続
体
制
の
見
直
し
（
所
得
税
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
個
人
住
民
税
）

　

国
が
行
っ
て
い
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
及

び
事
業
承
継
税
制
に
係
る
確
認
・
認
定
事

務
を
都
道
府
県
に
移
譲
し
、
制
度
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
法
令
上
の
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

○ 　
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場
合
の
課

税
の
特
例
の
延
長
（
所
得
税
、
法
人
税
）

　

長
期
保
有
（
10
年
超
）
の
土
地
等
を
譲

渡
し
、新
た
に
事
業
用
資
産
（
買
換
資
産
）

を
取
得
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
に
つ
い

て
、
買
換
資
産
か
ら
機
械
装
置
を
除
外
す

る
等
、
要
件
を
見
直
し
た
上
で
、
適
用
期

限
を
２
年
３
か
月
間
延
長
す
る
。
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組合等ニュース

保
育
所・幼
稚
園
に「
畳
が
あ
る

間・ス
ペ
ー
ス
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

当
組
合
は
、
子
ど
も
達
に
日
本
の
伝
統

文
化
で
も
あ
る
「
畳
」
と
触
れ
合
っ
て
、

畳
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
欲
し
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
保
育

所
・
幼
稚
園
に
畳
の
間
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
想
像
以
上
の

反
響
で
多
く
の
施
設
か
ら
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
県
内
の
３
施
設
に
、

畳
ス
ペ
ー
ス
（
８
畳
）
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

募
集
に
ラ
ジ
オ
広
報
を
活
用
し
、
行
政

の
協
力
も
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
の

認
知
度
ア
ッ
プ・イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な
り
、

組
合
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

当
組
合

は
、
台
湾
の

マ
ー
ケ
ッ
ト

に
お
い
て
萩

の
商
品
ブ
ラ

ン
ド
力
を
確

立
す
る
た

め
、
２
月
４

日
㈬
か
ら
５

日
間
に
わ

た
っ
て
台
湾

で
開
催
さ
れ
た
最
大
規
模
の
展
示
商
談
会

「
２
０
１
５
世
貿
年
賀
大
展
」
に
出
展
し

ま
し
た
。
萩
焼
を
始
め
と
し
て
萩
ガ
ラ
ス
、

日
本
酒
等
を
展
示
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

特
に
、
萩
ガ
ラ
ス
は
、
現
地
の
高
級
食

器
販
売
店
で
あ
る
「
ｉ
ｕ
ｓ
ｅ
」
と
の
取

引
が
決
ま
り
、
早
速
、
現
地
代
理
人
に
萩

ガ
ラ
ス
を
納
品
し
た
ほ
か
、
台
湾
バ
イ
ヤ
ー

の
来
日
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
、
成
果

の
あ
る
出
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
展
示
品
の
紹
介
を
行
っ
た
副
理

事
長
の
玉
村
信
一
氏（
萩
焼
作
家
）は「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
現
地
の
富
裕
層
に
た
く
さ

ん
来
場
い
た
だ
い
た
、
こ
れ
か
ら
も
萩
ブ
ラ

ン
ド
のPR

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

 「
コ
ラ
ぼ
る
会
」を
開
催
！

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部

（
山
田
泰
史
部
長
）

　

２
月
６
日
に
長
門
市
「
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ

大
正
館
」
に
て
「
ア
ウ
・
シ
ル
・
モ
ウ
カ
ル

コ
ラ
ぼ
る
会
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

最
初
に
、福
岡
発
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ラ
ボ anno lab 

藤
岡
定
代
表
か
ら
遊
び

心
が
人
の
感
情
を
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
等
を
取

り
組
ま
れ
た
事
例
を
元
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
発
創
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
冨
永

良
史
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、

少
人
数
で
語
り
合
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
る

場
「
コ
ラ
ぼ
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
参
加
者
も
「
ア

ウ
・
シ
ル
」
を
繰
り
返
す
な
か
で
表
情
や

行
動
が
変
わ
り
、
互
い
の
仕
事
の
特
徴
な

ど
を
活
か
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き

な
い
か
を
見

つ
け
出
す
作

業
を
と
お
し

て
、
参
加
者

同
士
の
交
流

を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。

ふ
く
の
日
ま
つ
り
を
開
催
！

下
関
南
風
泊
水
産
団
地
協
同
組
合

（
松
村
久
理
事
長
）

　
２
月
９
日
「
ふ
く
の
日
」
を
記
念
し
て
、

当
組
合
に
て
「
第
19
回
ふ
く
の
日
ま
つ
り
」

を
南
風
泊
市
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
ふ
く

刺
し
や
ふ
く
関
連
製
品
、
う
に
、
く
じ
ら
、

明
太
子
等
の
物
産
の
即
売
会
が
開
催
さ
れ

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

つ
り
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
無
料
の
「
ふ

く
鍋
」
コ
ー
ナ
ー
（
限
定
１
０
０
０
食
）

に
は
朝
早
く
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ま

た
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
ふ
ぐ
の
つ
か
み

取
り
体
験
で
は
小
さ
な
水
槽
に
ふ
ぐ
を
放

ち
、
子
ど
も
達
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ふ

く
の
取
扱
量
世
界
一
を
誇
る
南
風
泊
市
場

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
㈿
下
関
ふ
く
連
盟
な

ど
地
域
の
組
合
等
と
連
携
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

台
湾
の
商
談
会
に
出
展
！

畳の間をプレゼントした保育園の園児から届いたお礼状

ゆるキャラが集合してまつりを盛り上げました

山
口
県
畳
工
業
組
合

（
石
田
昭
典
理
事
長
）

大きな円になってコラぼる会スタート

萩
ブ
ラ
ン
ド
協
同
組
合

（
田
村
充
正
理
事
長
）

萩焼の器を使って抹茶が振る舞われた
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ものづくり補助金活用事例紹介

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その15

（技術分野）　　革新的サービス
（類　　型）　　一般型（設備投資のみ）
（会社概要）　 　当社は、衣類等のクリーニングを

中心に事業を展開している企業で
す。技術・サービスを含む「質」を
追求し、それを出来る限り低価格で
提供するための努力を惜しまず、初めての方にも分かりやすいシステムで運営して
います。

（事業概要）　 　当社は、山口市小郡を中心に、山口市南部で事業を展開されておりますが、当該地域は、支店
や事務所が多く、そこで働く女性も多くおります。また、同時に、共働き世帯も増加傾向にある
ことから、ブラウスクリーニングの需要も増えて行くことが予想されます。

　そこで、本事業に取り組み、ブラウスの人体型乾燥仕上げ
機の導入を図ることで、仕上げにかかる人件費コストの大幅
削減が可能となり、料金を現状の６割程度まで下げることが
可能になりました。
　これらの取り組みの成果を活
かして、家庭で洗濯されている
ブラウスのクリーニング市場へ
の獲得を目指しています。

有限会社たかせん
〒754-0001
山口県山口市小郡下郷371－１
TEL：083-972-2236　FAX：083-972-2236
（山口県クリーニング業生活衛生同業組合）

専務
髙木　　廉 氏

『人体型乾燥仕上げ機の導入による、女性用ブラウスクリーニン
グ市場開拓とシェア獲得』

有限会社たかせん
今回のものづくり補助金の活用で、人体型乾燥仕
上機が導入できました。従来のブラウスの仕上げ
工程は、ある程度の熟練スタッフがアイロンで一
点一点手仕上げしていましたが、導入後はアイロ
ンを使ったことのないスタッフでも完成品の８～９
割を生産できるようになりました。市場開拓・シェ
ア獲得の大きな強みになりました。

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その16

（技術分野）　　精密加工
（類　　型）　　設備投資
（形　　態）　　ニッチ分野特化
（会社概要）　 　当社は、昭和52年に創業し、

「高度な品質と精度を追求し続
けること」をテーマとし、半導
体製造装置・ポンプ・鉄道車両、各種産業の専用機、近年は医療分野にまで取
引の幅を広げ、最新の機械の導入と技術力により、超高精度な仕上がりを実現す
るとともに、ＫＥＳ環境マネージメントシステムスタンダードを2007年11月に取得し、企業の社会的責任
（CSR）を自覚し社会に必要とされる企業となるべく社業に励んでいます。

（事業概要）　 　約20年前に量産から多品種少量生産、高機能高付加価値ワークへの変化を実感し、複合加工に
特化する方向性を決め工場を運営してまいりました。リーマンショック以後の劇的な市況変化に

対応する為、「ものづくり補助金」を活用し、最新鋭複合加
工機を導入し、よりフレキシブルに
短納期、コストダウン、高品質、高
精度、高付加価値を実現する環境を
構築するとともに、新規雇用や従業
員の待遇改善、技術の伝承等を行う
機会にもなり、地域経済の発展に寄
与することができました。

岡本産業株式会社
〒744-0027
下松市南花岡５－２－１
TEL：0833-44-0003　FAX：0833-43-1328
URL：http://www.okamoto-sangyo.jp/

代表取締役
岡本　　哲 氏

『最新鋭複合加工機導入におけるフレキシブル生産体制の確立』解説
岡本産業株式会社

　今回「ものづくり補助金」を活用し品質ＵＰ、生産効率
ＵＰによりさらなる短納期対応が可能になりました。また、
半導体製造装置部品や医療機器の微細部品などの高精度
部品製造などにどんどんチャレンジしていきたいと思い
ます。女性でも高齢者でも現場で楽しく働ける環境をさ
らに整えられたことを感謝しています。「複合加工の岡本
産業」とイメージされるように頑張りたいと思います。
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お知らせ 国家試験 平成27年度（前期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　４月６日㈪～４月17日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職業
安定所等に用意しています。
●検定実施職種
◎印は技能五輪山口県予選大会職種（平４年１月１日以降に生まれた者）
・園芸装飾・造園　◎機械加工　◎鉄工・建築板金　◎工場板
金　◎仕上げ・ダイカスト　◎電気機器組立て　◎電子機器組
立て・建設機械整備　◎婦人子供服製造　◎家具製作　◎建具
製作・印刷・石材施工　◎とび　◎左官　◎タイル張り・畳製
作・防水施工・内装仕上げ施工・熱絶縁施工・サッシ施工・表
装・塗装　◎フラワー装飾・路面標示施工・産業洗浄　等
 41職種67作業です。

お問い
合せ先 山口県職業能力開発協会 山口市中央四丁目３－６

☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://y-syokunou.com/

事業の目的 国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出するため、認定支援機関やよろず
支援拠点等と連携して、革新的な設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業を支援します。

平成26年度補正

　地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策（平成26年度補正予算）の重点事業の一つとして、「ものづくり・
商業・サービス革新補助金」の公募が２月13日から始まりました。今回も本会が山口県地域事務局となり、皆様
のご相談に応じますのでお気軽にご相談下さい。

　第２回公募説明会を下記のとおり行いますので、ぜひご参加ください。
日時・場所：（宇部会場）４月９日㈭「（地独）山口県産業技術センター」（宇部市あすとぴあ４丁目１－１）
　　　　　　（周南会場）４月10日㈮「（公財）周南地域地場産業振興センター」（周南市鼓海２丁目118番地の24）
　　　　　　（下関会場）４月13日㈪「海峡メッセ下関」（下関市豊前田町３－３－１）
開催時間：各会場ともに13:30～16:00（13:00より受付　個別相談15:00より）
参 加 費：無料　　　　申 込 み：本会ホームページの申込みフォームからお申し込みください。

ものづくり・商業・サービス革新補助金のご案内
山口県内の設備投資をお考えのみなさんへ！

補助金の概要
❶革新的なサービスの創出
・「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方法で行う革新的なサービスであること。
・３～５年計画で「付加価値額」年率３%及び「経常利益」年率１%の向上を達成できる計画であること。
　（付加価値額＝経常利益＋人件費＋減価償却費等）

❷ものづくりの革新
　「中小ものづくり高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技
術を活用した画期的な試作品の開発や生産プロセスの革新であ
ること

❸共同した設備投資等による事業革新
　複数の企業が共同し、ITやロボット等の設備投資により、
革新的な試作品開発等やプロセスの改善に取組むことで、共
同事業者全体の３～5年計画で「付加価値額」年率３%及び
「経常利益」年率１%の向上を達成できる計画であること。

対象経費 機械装置費、原材料費、直接人件費、外注加工費、委託費、クラウド利用費等

対象用件 認定支援機関の全面的バックアップを得た事業を行う中小企業又は中小企業による共同体で、
以下の要件❶～❸のいずれかを満たすこと。

１．一般型

補助上限額：1000万円
補　助　率：２／３
設備投資必要

事例①　革新的な流動食の介護施設
　　　　向けサービス提供事業
味わい・彩り豊かで食欲をそそる流動
食を新設のセントラルキッチンにて製
造し、介護施設向けに提供します。

２．コンパクト型

補助上限額：700万円
補　助　率：２／３
設備投資必要
※ただし50万円未満なら可

事例①　高齢者ひとりひとりに寄り添った
　　　　クラウド型の生活見守り支援事業
高齢者世帯とその家族等をつなぐシステ
ムをクラウド上に構築して、高齢者の生
活データを蓄積・解析することで、暮ら
しに配慮した見守り体制を構築します。

補助上限額：1000万円
補　助　率：２／３
設備投資必要

事例　医療カテーテル・内視鏡等向け
　　　制御部品の試作開発
医療カテーテル・内視鏡等の精度を向上
させるため、マイク ロモーターに使用
される部品を世界最小クラスまで小型化
するための試作開発を行います。

補助上限額：共同体で5,000万円（500万円／社）
補　助　率：２／３
創業間もない企業は申請書類が簡素化されます。
この補助金に応募した企業は、他の種類の補助金への応募はできま
せん。



8山口県の中小企業（2015年３月号）

景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 １月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →
運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

平成27年１月期

　１月は、受注や売上が、一般機器、輸送機器
で増加し、食料品、繊維工業、建設業の一部も
売上増加の模様である一方で、木材・木製品、
窯業・土石製品、商店街、サービス業からは売
上減少の報告である。
　燃料費の低下が収益確保に繋がっている業種
もあれば、なかなか収益に繋がらない業種もあり、
混在している。
　一般機器、サービス業（自動車整備業）、建設
業、運輸業の人手不足・求人難が続いており、
深刻化してきている。
　景況は好転とする業種もでているが、まだまだ
地方の景況は厳しいとする業種が多く、中小企業
の景況に回復感は見られるとまでは言えない。
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景況動向

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　新山口駅新幹線口の２Ｆ新売店が好調の一方で、１Ｆ既存売店の売上が激減し
苦戦している。 （パン・菓子製造業）

○　１/23時点で前年同月比＋５％程度で推移している。ＮＨＫ大河ドラマと世界遺
産登録申請の相乗効果で、今後も順調な業績が期待される。（水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　春物の販売状況に期待したいが大きく変化しないと思われる。シーズンの狭間
で消費が伸びず、商品の動きが悪い状況。 （下着類製造業）
○　メーカーが発注先を国内に求めているので、そこそこ忙しい状況で断ることも
多々ある。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新設住宅着工数は依然として前年を下回っている。 （山口市）
○　需要が低迷しており、地元工務店の受注量減少に歯止めが効かない。（下関市）

印 刷 ○　円安による原価の値上がりが、徐々に利益を圧迫し始めた。業界では、製紙メー
カーからの「印刷用紙値上げ要請」に対して値上げ反対要請を行った。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　出荷量は、前月比105％、前年同月比93％。このまま推移すると、本年度出荷
量は昨年度をやや下回る見込みである。 （生コンクリート製造業）

○　お墓を持たない作らない世相で、大いに影響を受けている。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　自動車関連、大型店や体育館などの構造物製造関連は引き続き好調。求人難
で人が来ない。燃料も下がったが、原材料安には繋がっていない。
 （一般機械器具製造業）
○　設備操業度は12月よりも上昇したが、国内向けは開発関係の試作が多く、出荷
量が思うように伸びず苦戦している。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　鉄道車両部門は、春先までの作業量を確保できており、前年並みの売上高とな
る見込み。精密加工部門は活気を取り戻し、数ヶ月間生産に追われる状況が続く
ので景況は全体としても好転してきたと見ている。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　燃料価格が５ヶ月連続で値下がり収益の好転が期待できる。（各種商品卸売業）
○　時化で魚の入荷量が少ないため価格が上昇し資金繰りは安定。“ふく” は、天
然物の漁獲が多く値下がり、養殖物は在庫が減り値上がり。（生鮮・魚介卸売業）

小 売 業

○　人口も減少し共働きも多く、交通弱者の高齢者が時々買い物に訪れる以外、日
中の商店街の人通りはない。そんな中で、鮮魚店は大型店との商品差別化（鮮
度で勝負）を図り商いも順調である。 （各種商品小売業　岩国市）

○　初売は降雪により人の出足は芳しくなく、以降も売上・客数共に前年を下回る
状況で、昨年来からの厳しい売上状況が続いている。（各種商品小売業　長門市）

商 店 街
○　年明けから来街者数が少し減り、駐車場の利用者も減少。セール時期となり販
売価格も低下。１・２月はイベントの開催もなく、商店街は厳しい状況。（山口市）

○　不況で閉店の同業店があったので、地域の競合が減り収益が好転するのでない
かと期待したが、他の地域からの広告が増えお客が流出している。 （萩市）

サービス業

○　少子化の影響と業界のＰＲ不足もあり若年層の自動車整備士の確保が難しい。
今年も国と連携し高校訪問等人材確保の取組みに力を入れたい。（自動車整備業）

○　お正月や成人式などで着用の着物クリーニングが多く集まっていたが、風習も
薄れレンタル着物で済ませるため、クリーニングも減少している。お店によっては
パート・アルバイトを休みとしているところもある。 （普通洗濯業）

建 設 業

○　米軍基地の再編工事が地域の工事受注能力を大幅に超えており、さらには技
能者不足で受注を辞退するのに苦慮している。 （左官業）

○　地域で景気好転の気運を感じている業者は少ない。若年者や女性の雇用につい
ては、業者の財政難のため難しい状況であるが、新規採用をしてもなかなか続か
ず事業主も対応に戸惑っている。 （土木工事業）

運 輸 業

○　長距離輸送のドライバー不足は解消されないまま。 （一般貨物自動車運送業）
○　年末年始の繁忙期は過ぎたが安定して荷動きがあり倉庫も回転が速い。原油
価格は下がったが、軽油価格の変動は小さく劇的な好転はない。
 （一般貨物自動車運送業）
○　日曜祝日のタクシー利用が大幅に減少。主要燃料のＬＰＧは前年同月比19％の
安価となっており、車両代や整備費用が上昇している中、燃料費が下がるのは大
いに助かっているが、まだまだ地方の景況は厳しい。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成27年１月期
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山口県商店街振興組合連合会（坂本恵次理事長）

お知らせ
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平成27年度採用選考に関する指針
　山口労働局長より、本会に対して、平成27年度の大
学等終了予定者の適正な採用・就職活動が行われるよ
う「採用選考に関する指針」の周知について協力の要
請がありました。
　本会会員組合及び組合員企業の皆様には、以下の趣
旨をご理解いただき、大学等終了予定者の適正な採用・
就職活動が円滑に行われるようご配慮をお願いしま
す。
　採用選考に関する指針
　　（一社）日本経済団体連合会　2014年９月16日改定
１　公平・公正な採用の徹底
２　正常な学校教育と学習環境の確保
３　採用選考活動早期開始の自粛
　　 　具体的には、広報活動「卒業・修了年度に入る
直前の３月１日以降」、選考活動「 卒業・修了年
度の８月１日以降」とする。

４　採用内定日の遵守
　　 　正式な内定日は、卒業・修了年度の10月１日以
降とする。

５　多様な採用選考機会の提供

改正パートタイム労働法が
施行されます!!

　平成27年４月1日から、改正パートタイム労働
法が施行され、パートタイム労働者を雇用する
事業主に以下の措置が義務付けられます。

　・ 　パートタイム労働者を雇い入れたときの
事業主による説明

　・ 　パートタイム労働者からの相談に対応す
るための体制整備

　・ 　文書の交付等により明示しなければなら
ない事項に「相談窓口」の追加

改正パートタイム労働法について詳しくは
山口労働局雇用均等室

（TEL083-995-0390）まで
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トークカフェ2015を開催！

　２月20日、「地域商店街活性化セミナー～ “まち” を元気に
するトークカフェ2015～」を開催し、県内の若手商業者ら60名
が出席しました。
　基調講演として㈱大分まちなか倶楽部タウンマネージャーの
牧昭市氏より、商店街区で５年間に約150店舗の新規出店サポー
トを手掛けた事例とともにその手法である徹底したデータ収集
の方法等が紹介されました。牧氏によると、「空き店舗対策には、
まずは家賃の低減が不可欠。家賃が下がればチャレンジャーが
現れる。すると、コミュニティ系やNPO法人といった商業外利
用の出店が増え、時間消費型の形成が進み、商店街が多様化す
る。パブリックな空間となった街は魅力的になって民間投資が

進み、その後また商業が繁栄する。大前提となるのは、自分達の商店街エリアのデータを徹底的に取って
おくことで、それには店主と商店街の組合やまちづくり会社とのコミュニケーションが不可欠である」と
のお話しを頂きました。
　続いて、商店街青年部・青年部担当者が登壇して、大分市への実地研修の報告及び各商店街の課題や問
題点についてパネル討論形式で
発表を行いました。参加者から
は具体的な家賃低減方法につい
ての質問があり、周南や山口の
手法について紹介されました。
　なお、会場では気軽に話して
もらおうと円テーブルに菓子を
用意し、県内企業組合の㈽のぞ
み会、㈽工房HaHa、㈽志舞に
提供して頂きました。

気軽に話してもらおうと県内企業組合の菓子が振る舞われた㈱大分まちなか倶楽部タウンマネージャーの牧昭市氏
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　２月10日～12日、東京ビックサイトにて「第49回スーパーマーケット・ト
レードショー2015」が開催されました。この展示会は（一社）新日本スーパー
マーケット協会が主催する、スーパーマーケットを中
心とする流通業界に最新情報を発信するプロ向け商談
専門展です。山口県から出展された33社のうち、本会
会員の企業組合がんね栗の里は「がんね栗せんべい」「が
んね栗アイス」「がんね栗ペー

スト」を中心に展示・試食を用意し、全国のバイヤーへ
PRしました。当組合の下森祺充理事長は「３日間出展し、
がんね栗を全国へ発信するいい機会になった」と話されま
した。潮彩市場ほうふ振興事業協同組合は、やまぐち６次
産業化・農商工連携推進協議会の枠で１日のみ出展し、新
商品「まめアジコンフィ」「メゴチの潮彩だき」を紹介し
ました。現地でPRした吉谷和孝事務局長は「まだ開発段
階だが、味やパッケージ改良のイメージがつかめた。業務
用としての市場性も見出せた」と話されました。

がんね栗をPRする（企）
がんね栗の里の下森理事長

中央会ＰＲ

POP講習会を開催！
　本会は、平成26年度消費税転嫁対策窓口相談等事業の一環として「消費
税アップに負けない！魅力ある売場づくりとPOP講習会」と題して県内３
カ所で講習会を開催し、合計55名が参加されました。講師は株式会社ビー
アップの石川香代代表と石川伊津氏が担当。POPの考え方から実践まで内
容の濃い講習となりました。
　POP作りは、「見せる」→「伝える」というルールを踏まえておこな
えば成功する。
　「見せる」＝遠くからでも注目してもらう。大きさ、色、貼る位置、
形等をルールに沿って行うことが大切。
　「伝える」＝読んでもらって価値を伝える。わかりやすい言葉でなる
べく具体的に書く。「ご賞味ください」よりも「店長も大好き！ぜひ食
べてみて！」の方が伝わる。
　参加者アンケートでは、非常に役に立った、役に立ったと答えた人がす
べてで、「時間があっという間にすぎた」「基礎から学べて大変参考になっ
た」と好評でした。
　本会では、来年度以降も会員の皆様に有益となるようなセミナーを開催
したいと思いますので、ご要望がある方は各担当指導員へお伝えください。

２／５開催の光会場

ペンの持ち方や文字のルールを
実際にかきながら練習

第49回スーパーマーケット・トレードショー2015へ出展！

潮彩市場ほうふ振興事業（協）
は新商品をPR

企業組合がんね栗の里
潮彩市場ほうふ振興事業協同組合

山口県ブースに33社が出展

山口県中小企業団体中央会
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

　防府市の天神町銀座商店街（振）で「さいとう青果店」を営む岡葉子さん
に話を伺いました。お店には、スーパーにはない防府産のこだわり商品や、
手作りのらっきょ漬けなどが日替わりで販売されており、フルーツの進物
は、旬の美味しいフルーツを見映え良く格安で用意されています。仕事の
モットーは「笑顔で、元気良く、お客様のご要望に応じた物を提供する事」。
　趣味は、「レーシングカートやドライブ」で、最近はお城巡りしながら、
美味しいものを食べ歩くことにもはまっているそうです。
　防府市の青年部組織「和勝会（わかちあい）」でも活躍されており、組合
ＰＲをお願いしたところ、「天神町銀座商店街振興組合は、アーケードのあ
るピンク色が特徴の商店街です！愛称も、“幸せます通り”となり、来られ
た方々が幸せな気分でお買い物して頂ける様に頑張っていきたいと思いま
す！」と笑顔で答えていただきました。
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さわやかレター

天神町銀座商店街振興組合
岡　　葉子さん


